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【本書の内容】 
    

第 1章 序論  
1. 研究の背景と必要性 
2. 研究の目的と範囲 
 
第 2 章 北東アジア経済協力体の基本概念  
1. 北東アジアの地理的範囲と地域経済の特性 
2. 地域経済統合の形態と北東アジア経済協力体  
3. 北東アジア経済協力の意義と必要性  
 
第 3 章 北東アジア経済協力体スタートの先決課題 
1. 域内国間の経済発展段階と所得水準の差 
2. 三ヵ国農業の利害の相反  
3. 域内国間の信頼基盤のぜい弱さ  
4. 日中間の主導権争いと利害対立  
 
第 4 章 北東アジア域内農業の分業の可能性 
1. 北東アジア域内農産物の貿易動向と展望  
2. 北東アジア地域貿易協定の波及効果の比較 
3. 日中韓三ヵ国の農産物特化の実態  
4. 農業の域内分業の可能性と展望 
 
第 5 章 北東アジア経済協力体と農業対策 
1. 域内の農業協力 
2. 対外交渉への対策 

2.1 戦略的な地域貿易協定の推進  
2.2 被害品目の選定  

3. 国内農業対策 96 
3.1 韓国農業の現実と構造調整 96 
3.1.1 営農規模と農家所得の両極化現象の 

深刻化 

3.1.2 農村の空洞化と高齢化、婦女化現象の加 
速化  

  3.2 農家経済の実態と所得安定化政策  
3.2.1 農産物価格の下落と都市農村間の所得格差の

拡大 
3.2.2 農家負債の増加と償還能力の低下  
3.3 現行の農業政策の問題点 
3.4 北東アジア経済協力体に対する韓国農業の

課題 
 3.4.1 市場指向的農政 

   3.4.2 品質競争力向上のための技術開発投資の 
拡大 

3.4.3 農業、農民、農村問題の総合的アプローチ 
3.4.4 投資誘致環境造成のための農村開発 
3.4.5 輸出増大に活路開拓  
 

第 6 章 要約および結論  
1. 要約  

1.1 北東アジア経済協力体の基本概念 
1.2 東北アジア経済協力体の創設に対する先決課題 
1.3 北東アジア経済協力体が農業に及ぼす影響

と展望  
1.4 北東アジア経済協力体の推進にむけた農業

対策  
2. 結論：政策提言  
 
付録 
 

     

【本書の特徴】 
 

北東アジア地域は、農業生産構造が似ており、大部分の農産物の価格競争力が高い中国が含まれ、農産物の

貿易自由化は最も鋭敏な争点の一つになる可能性が高い。さらに、韓国だけでなく日本も中国に比べて農業部

門がぜい弱である。したがって、今までの二国間 FTA とは違った方式により域内の経済統合のため多様な推進

策が提示されなければ、EU や NAFTA のような巨大地域経済統合体に対応できる北東アジア経済協力体のスタ

ートは難関に直面すると予想される。本書は北東アジア経済協力体の創設において、農業が障害物(Stumbling 

Block)でなく建築材(Building Block)または踏み石(Stepping Stone)としての役割を果たすべききめ細かな対策

を導き出すことにする。 
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